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人が育ち　人が輝く　あきる野の教育人が育ち　人が輝く　あきる野の教育人が育ち　人が輝く　あきる野の教育
あきる野市教育推進スローガン

　「おとなが手本のあきる野市」とは、「おとなが、子どもの手本となるように行動することにより、子ども

に良い影響を及ぼし、規則正しい生活習慣や社会性、規範意識などが高められる」などの効果を期待できる一

方で、「おとなも意識して、子どもの手本となるような行動を心がけるようになる」という相互作用により、

家庭の教育力だけではなく、地域社会の教育力の向上も図っていこうとする取り組みです。（２ページ関連記事）

第12回子供すもう大会
　個人戦6年生の部決勝戦の立会い

栗原市・あきる野市中学生友好親善交流会
　「生徒会の活動」について熱心に話し合った生徒会交流

第12回友好都市大島サマースクール
　リーダーを中心に、大島とあきる野の子どもたちが
　元気に交流

オールあきる野女子ソフトボールチームの代表
東京都大会、関東大会制覇を市長に報告



　子どもは、生まれてから成長する過程で、身近な人（大人）のしていることを真似をして育って
いきます。良いことも、悪いこともです。
　近年、その大人の行動が、子どもたちに見せられないものが多くなっています。給食費や保育料
などの未納や一部企業における、消費期限の改ざんやうその原料表示など、消費者をかえりみない
ずさんな品質管理等の事例は、数え上げればきりがない状況です。
　教育とは、大人が正しい手本をみせるところにあるのではないでしょうか。私たち大人が日々の
生活の中で、本当に子どもたちの手本になれているか、あらためて見直してみる必要があると思い
ます。
　あきる野市教育委員会では、教育スローガンに「人が育ち　人が輝く　あきる野の教育」を掲げ、
施策に取り組んでいます。そのスローガン達成にむけた取り組みとして、「おとなが手本のあきる
野市」運動を強力に推進することとしました。今後は、この運動を広く展開していきます。市民の
方々のご理解とご協力をお願いいたします。
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「おとなが手本のあきる野市」運動推進用チラシ（使用例）「おとなが手本のあきる野市」運動推進用チラシ（使用例）「おとなが手本のあきる野市」運動推進用チラシ（使用例）

『おとなが手本のあきる野市』について

平成１９年７月

　あきる野市教育委員会

　今日の教育課題は多岐にわたり、困難を極めるものばかりです。とりわけ、

学校の教育力の低下、地域の教育力の低下、中でも、「家庭の教育力の低下」

は深刻です。教育の再生は、家庭教育の再生とまで言われています。

　

　このような中、教育基本法が平成１８年１２月に改定され、その第１０条に

「家庭教育」の規定が新設されました。この条文では、すべての教育の出発点

である家庭教育の重要性にかんがみ、保護者が子どもの教育について第一義的

責任を有することや、国・地方公共団体が家庭教育支援に努めるべきことが新

たに規定されています。

　あきる野市教育委員会では、子どもの基本的生活習慣の乱れや、社会性の低

下、規範意識の欠如などを憂慮し、早くから「家庭は教育の原点」との視点に

立ち、「大人が変われば、子どもも変わる！できることから実践しよう」と、

家庭教育の重要性を市民、保護者の方々に呼びかけてきました。そして、新教

育基本法の制定を好機と捉え、再度、「おとなが手本のあきる野市」をテーマ

に家庭の教育力の向上に取り組んでいくこととしました。

　「おとなが手本のあきる野市」とは、「おとなが、子どもの手本となるよう

に行動することにより、子どもに良い影響を及ぼし、規則正しい生活習慣や社

会性、規範意識などが高められる」などの効果を期待できる一方で、「おとな

も意識して、子どもの手本となるような行動を心がけるようになる」という相

互作用により、家庭の教育力だけではなく、地域社会の教育力の向上も図って

いこうとするものです。

　あきる野市教育委員会は、「人が育ち、人が輝くあきる野の教育」をスロー

ガンに全施策を展開しています。そのためには「おとなが手本のあきる野市」

でなくてはなりません。これから、「おとなが手本のあきる野市」運動を強力

に推進していきます。皆様方のご理解、ご協力をお願いします。
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一
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つ
い
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き
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本
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〇
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月
定
例
会

●
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議
案
）
平
成
19
年
度
あ
き
る
野

　
市
教
育
委
員
会
所
管
予
算
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第
2

　
号
補
正
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に
つ
い
て

●
（
議
題
）
学
校
問
題
解
決
支
援
組

　
織
の
設
置
の
検
討
（
パ
ー
ト
２
）

　
に
つ
い
て

　
あ
き
る
野
市
で
は
平
成
16
年
度

か
ら
３
年
間
、
国
の
指
定
を
受
け

て
「
人
権
教
育
総
合
推
進
地
域
事

業
」
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
具

体
的
な
活
動
と
し
て
は
、

○
市
内
を
都
立
の
特
別
支
援
学
校

　
で
あ
る
「
あ
き
る
野
学
園
」
を

　
含
め
た
６
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

　
け
て
人
権
に
か
か
わ
る
テ
ー
マ

　
を
設
定
し
、
学
校
ご
と
に
人
権

　
に
か
か
わ
る
教
育
活
動
の
展
開

○
人
権
教
育
を
市
全
体
で
取
り
組

　
む
た
め
の
母
体
と
し
て
「
人
権

　
教
育
総
合
会
議
」
の
開
催

○
市
民
へ
の
啓
発
活
動
と
し
て
教

　
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
リ
ー
フ
レ
ッ

　
ト
の
作
成
等
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
３
年
間
で
育
て

た
人
権
教
育
を
基
盤
と
し
て
、
今

年
度
か
ら
東
京
都
の
「
地
域
で
育

て
る
人
権
意
識
」
調
査
研
究
事
業

の
指
定
地
域
と
な
り
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
が
協
力
し
て
児
童
･
生

徒
を
含
め
た
地
域
全
体
の
人
権
意

識
を
育
て
る
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
下
記
に

紹
介
し
ま
す
。

1　人権意識を育てるための取り組み
　　本年度はテーマを「優しい言葉　元気なあいさつ」として、御堂中学校ブロックの３つの学校を
　中心とした、家庭と学校、地域が連携した人権意識を育てるための活動を実施します。

○自己ならびに他者への理解と尊重の気持ちを深める
　ための取り組みを、地域とともに展開します。

２　人権意識についての意識調査を実施
　　児童・生徒、保護者、地域の方を対象とした「言葉づかい」や「あいさつ」についての意識調査
　を実施します。
３　人権教育理解･啓発に関する事業
　　教育フォーラムの開催（ＰＴＡ連合会との共催）　１０月２０日㈯　秋川体育館
　　 ●３学校区による人権にかかわる学校・地域の取り組みの紹介　
　　 ●帝京大学付属小学校長　大南英明先生の講演「地域ぐるみで取り組む人権意識を育てる活動」等

「地域で育てる人権意識」調査研究事業　研究テーマ

「おとなが手本の
　　　　あきる野市」

平成19年度の主な取り組み

御堂中学校区　望ましい人間関係づくりをめざして

○あいさつ推進月間やあいさつ標語づくりを実施し、
　地域とともにあいさつ運動を実施します。

多西小学校区　広げよう　あたたかい心を

○特別支援学級、地域の福祉施設との交流や地域を巻
　き込んだあいさつ運動を展開する。

草花小学校区　きずこう　よいかかわりを

教育委員会の会議のようす

朝の始まりは元気なあいさつから



　
今
年
の
夏
休
み
前
と
期
間
中
、
西

中
学
校
と
五
日
市
中
学
校
の
生
徒
が
、

市
内
の
商
店
や
事
業
所
な
ど
で
職
場

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
学

習
は
、
望
ま
し
い
社
会
性
や
職
業
観

を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。
職
場
体
験
を
し
た

生
徒
た
ち
は
、
「
大
変
だ
っ
た
け
れ

ど
、
楽
し
か
っ
た
。
」
「
充
実
し
た

３
日
間
だ
っ
た
。
」
と
口
々
に
感
想

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
職
場
体
験
を

行
う
た
め
に
、
一
学
期
の
総
合
的
な

学
習
の
時
間
な
ど
を
利
用
し
て
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
事
前
に
事
業

所
を
訪
問
し
た
り
、
職
場
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
う
な
ど
し
て
訪
問
先
を
決

定
。
依
頼
状
を
持
参
し
た
り
、
打
合

せ
を
し
た
り
と
、
入
念
な
準
備
を
重

ね
て
実
現
し
ま
し
た
。

　
職
場
体
験
学
習
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
事
業
所
は
50
ヶ
所
以
上
に
の

ぼ
り
、
生
徒
た
ち
に
、
学
校
で
は
経

験
で
き
な
い
、
本
当
に
貴
重
な
時
間

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
学
生
が
職
場
体
験
学
習

西
中
学
校
と
五
日
市
中
学
校

　
８
月
10
日
（金）
か
ら
12
日
（日）
ま
で
、

市
内
の
小
学
生
（
４
〜
６
年
）
32
名

が
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
東
京
都
大

島
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
今
年
は
３
日

間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
夜
は
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
の
よ
う
な
満
天
の
星
空

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
島

は
明
か
り
が
少
な
い
の
で
夜
は
大
変

暗
く
、
東
京
で
明
る
い
夜
に
慣
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
夜
っ
て
こ
ん
な
に
暗
い
ん
だ
」
と

言
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
２

日
目
の
大
島
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
会
で
は
待
ち
に
待
っ
た
海
水
浴
を

し
ま
し
た
。
「
川
と
違
っ
て
、
海
っ

て
し
ょ
っ
ぱ
い
！
」
そ
ん
な
こ
と
に

改
め
て
気
づ
き
な
が
ら
、
透
明
な
海

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
３
日
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
は
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
発
見
し
、
新
し
い
友
だ

ち
と
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
、

皆
笑
顔
で
あ
き
る
野
市
に
帰
っ
て
き

ま
し
た
。

第
12
回
友
好
都
市

　
　
大
島
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

交流会に参加した栗原市の子どもたちなれない作業に戸惑うことも

澄みきった海に子どもたちは大興奮

参
加
者
の
感
想

屋
城
小
学
校
４
年
生
　
大
友
創
資

　
大
島
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
ぼ
く
は

初
め
て
の
体
験
を
た
く
さ
ん
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
初
め
て
会
う
人
と
話
す
の

は
と
て
も
苦
手
で
す
。
行
き
の
バ
ス

の
中
で
は
、
ほ
と
ん
ど
だ
れ
と
も
話

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
ぼ
く
と
同
じ
班
の
人
が
話
し
か

け
て
く
れ
た
の
で
仲
よ
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
し
て
船
に
乗
っ
て
大

島
に
つ
き
ま
し
た
。

　
大
島
で
は
、
つ
ば
き
ぞ
め
を
し
た

り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
た
り
、
海

で
泳
い
だ
り
ぼ
く
が
今
ま
で
に
体
験

し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
一
番
楽
し

か
っ
た
こ
と
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で

海
ま
で
い
っ
て
海
で
泳
い
だ
こ
と
で

す
。
暑
い
中
自
転
車
を
こ
い
で
と
て

も
つ
か
れ
た
し
、
た
ま
に
き
ゅ
う
な

坂
道
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の

き
ゅ
う
な
坂
道
を
上
り
き
る
と
見
た

こ
と
も
な
い
よ
う
な
き
れ
い
な
海
の

け
し
き
が
見
え
ま
し
た
。
ぼ
く
は
そ

の
と
き
と
て
も
き
れ
い
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
海
で
岩
か
ら
と

び
こ
ん
だ
り
、
大
島
の
子
と
い
っ
し

ょ
に
遊
ん
だ
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

し
た
り
、
す
い
か
わ
り
を
し
た
り
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
夜
に
は
、

お
祭
り
に
行
っ
た
り
、
花
火
を
見
た

り
、
と
て
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　
大
島
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
い
ろ
ん

な
人
に
出
会
っ
た
り
体
験
し
た
こ
と

は
、
ぼ
く
の
一
生
の
思
い
出
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
７
月
25
日
（水）
か
ら
27
日
（金）
の
３
日

間
、
友
好
姉
妹
都
市
の
宮
城
県
栗
原

市
（
旧
志
波
姫
町
）
と
本
市
の
中
学

生
に
よ
る
友
好
親
善
交
流
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
「
五
日
市
憲
法
草

案
（
東
京
都
指
定
有
形
文
化
財
）
」

を
起
草
し
た
「
千
葉
卓
三
郎
」
の
生

誕
地
で
、
友
好
姉
妹
都
市
で
あ
っ
た

旧
志
波
姫
町
と
の
都
市
間
交
流
を
き

っ
か
け
に
、
平
成
元
年
か
ら
行
わ
れ

て
い
ま
す
。19
回
目
と
な
る
今
回
は
、

栗
原
市
の
中
学
生
と
関
係
者
合
せ
て

48
名
が
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
本
市

中
学
校
の
代
表
は
１
３
２
名
が
参
加
、

教
員
な
ど
を
含
め
る
と
、
延
べ
２
４

３
名
が
３
日
間
に
わ
た
る
交
流
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
は
、
各
校
の
生
徒
会
の
代

表
が
交
流
す
る
「
生
徒
会
交
流
」
と

「
部
活
動
交
流
」
と
し
て
、
男
女
卓

球
部
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
会
交
流
で
は
、
栗
原
市
か
ら

２
校
、
本
市
か
ら
６
校
の
代
表
が

「
生
徒
会
の
活
動
」
に
つ
い
て
、
発

表
と
質
疑
応
答
に
よ
る
討
議
を
行
い

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
互
い
の
学

校
の
状
況
を
知
る
こ
と
で
「
今
後
の

生
徒
会
活
動
に
反
映
で
き
る
。」「
大

変
有
意
義
だ
っ
た
。
」
と
感
想
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
部
活
動
交
流
で
は
、
男
子
が
、
志

波
姫
中
学
校
と
瀬
峰
中
学
校
が
秋
多

中
学
校
、
御
堂
中
学
校
、
五
日
市
中

学
校
の
卓
球
部
と
対
戦
、
女
子
は
、

志
波
姫
中
学
校
と
秋
多
中
学
校
の
卓

球
部
が
そ
れ
ぞ
れ
対
戦
し
ま
し
た
。

ど
の
試
合
も
白
熱
し
た
試
合
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
が
、
試
合
や
練
習
の
合

間
に
は
、
和
気
あ
い
あ
い
に
生
徒
同

士
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
立
川
市
出
身
の
プ
ロ
卓
球
選
手

の
「
四
元
奈
生
美
」
さ
ん
を
招
き
、

模
範
演
技
や
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス

ン
な
ど
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
同

選
手
は
小
学
生
の
こ
ろ
、
よ
く
秋
川

体
育
館
で
練
習
を
し
て
い
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、
プ
ロ
選
手
の
す

ば
ら
し
い
技
術
に
た
め
息
を
漏
ら
し

て
い
ま
し
た
。

　
３
日
間
の
交
流
会
で
し
た
が
、
生

徒
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
残
る
、
大
変
充

実
し
た
交
流
会
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
、
栗
原
市
と
あ
き
る
野
市
の
友

好
親
善
の
輪
が
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
と
と
も
に
拡
が
っ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

栗
原
市
・
あ
き
る
野
市

　
中
学
生
友
好
親
善
交
流
会

市
内
小
・
中
学
校

　
児
童
・
生
徒
が
大
活
躍

第32回関東中学校剣道大会 川邊　翔 ベスト８剣道秋多中学校神奈川県小田原市

第47回東京都中学校吹奏楽コンクール 吹奏楽部 金賞吹奏楽A組秋多中学校東京都杉並区

第46回東京都中学校総合体育大会陸上競技大会 西中学校陸上競技部（男子） 総合優勝陸上競技団体西中学校東京都江東区

第36回関東中学校ハンドボール大会 西中学校ハンドボール部（男子） １回戦ハンドボール西中学校埼玉県熊谷市

第35回関東中学校卓球大会 御堂中学校卓球部（女子） 予選L卓球御堂中学校山梨県甲府市

第35回関東中学校卓球大会 鈴木李歩 ３回戦卓球御堂中学校山梨県甲府市

第47回東京都中学校吹奏楽コンクール 吹奏楽部 金賞吹奏楽B組御堂中学校東京都杉並区

第47回東京都中学校吹奏楽コンクール 吹奏楽部 金賞吹奏楽B組増戸中学校東京都杉並区

第38回関東中学校バドミントン大会 佐藤正輝 １回戦バドミントン五日市中学校埼玉県春日部市

第７回全日本中学生女子ソフトボール大会 東海大学菅生中学校ソフトボール部（女子） ３位ソフトボール菅生中学校大阪府大阪市

第60回関東中学生テニス選手権大会 東海大学菅生中学校テニス部（男子） ５位テニス菅生中学校東京都江東区

第34回全国中学生テニス選手権大会 東海大学菅生中学校テニス部（男子） １回戦テニス菅生中学校愛知県名古屋市

第34回東京都小学生男女ソフトボール大会 オールあきる野女子ソフトボールチーム 優勝ソフトボ－ル市内小学校外東京都あきる野市

第24回関東小学生ソフトボール大会 オールあきる野女子ソフトボールチーム 優勝ソフトボ－ル市内小学校外千葉県東金市

第21回全日本小学生ソフトボール大会 オールあきる野女子ソフトボールチーム ベスト16

予選L　２位　
決勝T　１回戦

ソフトボ－ル市内小学校外富山県富山市

ＣＡＢＡ全米選手権大会 南嶋　亮（リトルシニア日本代表選手） 硬式野球東中学校アメリカイリノイ州

第37回関東中学校ソフトテニス大会 東　直陽・古別府将史、三上優樹・高橋将大
東組：１回戦
三上組：
　　ベスト16

ソフトテニス秋多中学校栃木県宇都宮市

第35回関東中学校陸上競技大会 山岸　靖、阿部正太
山岸：決勝
（記録なし）
阿部：予選

棒高飛西中学校茨城県ひたちなか市

大　　　会　　　名　　　等 出　　　　　場　　　　　者 学 校 名 種 　 目 結 　 果開 催 地 　
今
年
の
夏
休
み
に
、
市
内
小
・
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
が
、
各
地
で
行

わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
の
大
会
に

出
場
し
、
大
活
躍
を
し
ま
し
た
。
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。



　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
学

４
〜
６
年
生
と
保
護
者
を
対
象
に
、

7
月
26
日
・
27
日
・
8
月
9
日
の
3

日
間
「
夏
休
み
料
理
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
3
回
目
と
な
る
今
年
の

参
加
者
は
の
べ
1
2
7
名
と
、
昨
年

の
44
名
を
大
き
く
上
回
り
、
料
理
や

食
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
う
か
が

わ
せ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、
午
前
の
部
「
給
食
の

献
立
を
作
ろ
う
」
で
、
人
気
の
和
食

の
献
立
を
作
り
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー

は
鶏
ご
ぼ
う
汁
･
さ
ば
の
辛
味
焼
き

・
煮
浸
し
で
す
。
だ
し
の
と
り
方
を

覚
え
た
り
、
さ
さ
が
き
に
挑
戦
し
切

り
方
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
出
来
上
が
り

に
近
づ
く
と
「
こ
れ
給
食
で
み
た
こ

と
あ
る
！
」
と
、
と
て
も
う
れ
し
そ

う
で
し
た
。
試
食
す
る
と
「
こ
の
味

給
食
の
味
と
同
じ
だ
！
」
「
家
で
も

作
っ
て
み
る
！
」
と
い
っ
た
多
く
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
は
、
「
簡
単
に
で
き

る
お
や
つ
を
作
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

牛
乳
か
ん
と
残
り
ご
は
ん
を
利
用
し

た
お
せ
ん
べ
い
を
作
り
ま
し
た
。
と

て
も
簡
単
に
作
れ
、
子
ど
も
達
は
ハ

ー
ト
型
や
星
型
な
ど
、
思
い
思
い
の

素
敵
な
お
せ
ん
べ
い
を
楽
し
み
な
が

ら
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
料
理
の
合
間
に
行
っ
た
栄
養
の
お

話
で
は
、
給
食
の
話
や
、
清
涼
飲
料

水
と
お
茶
の
話
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
料
理
教
室
を
通
じ
て
、
よ
り

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
料
理
の
楽
し

さ
や
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
、

「
食
」
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
ま
る
「
食
」
へ
の
関
心

　
夏
休
み
料
理
教
室
を
開
催

第
12
回
子
供
す
も
う
大
会

　
　
　
３
０
４
人
が
大
熱
戦

　
夏
休
み
に
入
り
、
そ
れ
ま
で
続
い

て
い
た
梅
雨
空
か
ら
一
転
、
朝
か
ら

真
夏
の
太
陽
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
７
月
28

日
（土）
、
市
民
運
動
広
場
相
撲
場
で
３

０
４
人
の
ち
び
っ
こ
力
士
を
集
め
て

「
第
12
回
子
供
す
も
う
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
団
体
戦
は
、
小
学
校
９
校
が
出
場

し
、
決
勝
戦
で
は
４
対
１
で
草
花
小

学
校
を
退
け
た
一
の
谷
小
学
校
が
見

事
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
個
人
戦
は
、
１
年
生
か
ら
３
年
生

の
部
は
男
女
混
合
戦
、
４
年
生
か
ら

６
年
生
の
部
は
、
男
子
戦
、
女
子
の

部
は
、
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の

混
合
戦
を
行
い
、
各
部
門
と
も
優
勝

を
目
指
し
、
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま

し
た
。
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

部

１年生の部

優　勝 小柳　海斗 草花小
草花小
東秋留小
多西小
西秋留小
東秋留小
多西小
増戸小�
南秋留小
戸倉小
増戸小
草花小
東秋留小
東秋留小
多西小
多西小�
草花小
東秋留小
東秋留小
小宮小
東秋留小
東秋留小
草花小
屋城小
前田小
東秋留小
草花小
東秋留小

森　　亮太
阪口　優人
石川　雅之

準優勝
第３位
第３位
優　勝 中村　勇斗

吉田　章宏
若尾　郁哉
間部　翔希

準優勝
第３位
第３位
優　勝 横塚　奨偉

内倉　　洸
西沢　太朗
横川　泰誠

準優勝
第３位
第３位
優　勝 清水　　楓

高取　歩美
岡野　優香
大西　　薫

準優勝
第３位
第３位
優　勝 木田　雄斗

緒方　貴士
山本　拓海
秋山　雄雅

準優勝
第３位
第３位
優　勝 中村　成美

吉田　龍司
川村　太一
早川アイデール

準優勝
第３位
第３位
優　勝 佐藤　圭悟

学校名
大将

一の谷小学校
福岡　悠馬
福岡　　洵
秋間　廣樹
石坂　　稜
一瀬　星和

高杉　純平
川村　太一
滝島　祐太
横川　泰誠
木田　隼人

清水　　楓
中村　成美
緒方　貴士
石井　　秀
山本　桂海

副将
中堅
二陣
先峰

草花小学校 東秋留小学校
優　勝 準優勝 第３位

鈴木　　嵐
高杉　純平
宮澤　壱徳

準優勝
第３位
第３位

２年生の部

３年生の部

女 子 の 部

４年生の部

５年生の部

６年生の部

個
　
　
　
　
人
　
　
　
　
戦

団　　　体　　　戦

成　績 名　前 小学校名

包丁さばきも大人顔負け

暑さを吹き飛ばす力強い取組



　
あ
き
る
野
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
在
住

で
特
別
支
援
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
･
生
徒

が
、
居
住
地
域
に
あ
る
小
中
学
校
に
副
次
的
な

籍
（
副
籍
）
を
置
き
、
児
童
･
生
徒
や
保
護
者

の
方
が
地
域
の
学
校
や
地
域
の
方
と
か
か
わ
り

が
も
て
る
よ
う
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
市
内
在
住
で
特
別
支
援
学
校
に
在

籍
す
る
児
童
･
生
徒
の
中
で
保
護
者
の
方
か
ら

申
し
出
が
あ
っ
た
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、

対
象
に
な
る
方
は
９
割
を
超
え
ま
し
た
。
副
籍

を
置
い
た
児
童
･
生
徒
は
市
内
の
小
中
学
校
で

活
発
な
交
流
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
交
流

活
動
の
内
容
は
児
童
･
生
徒
の
実
態
や
保
護
者

の
希
望
、
副
籍
を
置
く
学
校
（
地
域
指
定
校
）

の
状
況
を
踏
ま
え
、
在
籍
校
で
あ
る
特
別
支
援

学
校
と
地
域
指
定
校
と
の
間
で
話
し
合
い
、
決

定
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

　
地
域
指
定
校
の
児
童
･
保
護
者
と
か
か
わ
り

が
も
て
る
機
会
を
設
け
た
こ
と
で
、
保
護
者
か

ら
は
「
学
級
の
児
童
や
保
護
者
に
紹
介
を
し
た

こ
と
で
地
域
の
行
事
に
も
参
加
し
や
す
く
な
っ

た
。
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
交

流
活
動
と
し
て
は
学
級
の
お
楽
し
み
会
に
参
加

し
て
、
歌
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
在
籍
校
を

と
お
し
て
学
校
だ
よ
り
等
を
配
布
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
在
籍
校
と
話
し
合
い
を
も
ち

な
が
ら
、
始
業
式
等
の
行
事
へ
の
参
加
や
生
活

科
等
の
授
業
へ
の
参
加
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
内
小
学
校
）

　
地
域
の
特
別
支
援
学
校
、
近
隣
の
中
学
校
と

の
交
流
活
動
と
し
て
「
う
ど
ん
づ
く
り
」
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
本
校
に
副
籍
を
お
い
て

い
る
生
徒
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
や
水
泳
教
室
に
も
参
加

し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
在
籍
校
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
運

動
会
や
音
楽
会
な
ど
の
学
校
行
事
に
招
待
し
た

り
、
地
域
の
小
学
校
や
高
等
学
校
と
の
交
流
活

動
へ
の
参
加
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
内
中
学
校
）

交流活動のはじまりの自己紹介
「よろしくおねがいします。」
「なかよくしてね。」

副
籍
事
業
と
し
て
交
流
活
動
の
例

交
流
活
動
の
進
め
方

地
域
指
定
校
の
設
定

○
副
籍
を
置
く
指
定
校
を
教
育
委
員

　
会
が
決
定
し
ま
す
。

交
流
計
画
の
評
価

○
１
年
間
の
交
流
活
動
を
ア
ン
ケ
ー

　
ト
に
よ
り
評
価
し
ま
す
。

交
流
計
画
の
作
成

○
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
や
児
童
･
生
徒

　
の
状
況
を
ふ
ま
え
特
別
支
援
学
校

　
と
地
域
指
定
校
が
交
流
計
画
を
作

　
成
し
ま
す
。

交
流
活
動
の
実
施

○
特
別
支
援
学
校
は
交
流
計
画
に
従

　
っ
て
、
地
域
指
定
校
で
の
交
流
活

　
動
を
実
施
し
ま
す
。
実
施
に
際
し

　
て
は
保
護
者
の
方
に
引
率
を
お
願

　
い
し
て
い
ま
す
。

交
流
活
動
の
見
直
し

○
交
流
活
動
の
評
価
を
も
と
に
、
交

　
流
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。



平
成
19
年
度
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

　
イ
ン
　
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業

　
こ
れ
か
ら
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、

山
や
川
へ
出
か
け
る
方
も
多
く
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
今
回
は
自
然
に
目
を
向
け
、

秋
川
に
す
む
生
き
も
の
た
ち
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
今
回
ご
案
内
す
る
コ
ー

ス
は
片
道
約
15
キ
ロ
と
距
離
が
長
い
の
で
、

自
転
車
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
自
動

車
や
歩
行
者
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
、
安

全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
増
戸
駅
の
南
約
８
０
０
メ
ー
ト

ル
に
あ
る
山
田
大
橋
に
立
っ
て
み
て
下
さ

い
。
今
回
は
こ
こ
が
出
発
地
点
で
す
。
こ

の
橋
に
立
つ
と
、
こ
の
上
流
と
下
流
で
川

の
姿
が
大
き
く
変
化
す
る
の
が
わ
か
り
ま

す
。
谷
を
抜
け
て
き
た
川
は
、
開
け
た
台

地
に
沿
っ
て
川
幅
を
広
げ
て
緩
や
か
に
流

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
網
代
橋
を
渡
り

約
1.8
キ
ロ
上
流
の
高
尾
橋
に
行
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
高
尾
橋
に
着
い
た
ら
川
を
覗
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。
運
が
良
け
れ
ば
、
悠

然
と
泳
ぐ
大
き
な
コ
イ
の
姿
を
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
に
は
そ

の
他
、
ク
チ
ボ
ソ
、
ニ
ゴ
イ
な
ど
も
す
ん

で
い
ま
す
。

　
高
尾
橋
か
ら
五
日
市
街
道
へ
出
て
西
へ

す
す
む
と
武
蔵
五
日
市
駅
で
す
。
バ
ス
駐

車
場
横
の
道
を
下
っ
て
秋
川
橋
を
渡
る
と

秋
川
橋
河
川
公
園
に
出
ま
す
。
こ
の
あ
た

り
に
は
、
オ
イ
カ
ワ
、
カ
ワ
ム
ツ
な
ど
、

ま
た
深
み
に
は
夜
行
性
の
ナ
マ
ズ
や
ギ
バ

チ
な
ど
も
す
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
ア
ユ

や
ウ
グ
イ
（
ハ
ヤ
）
、
ア
ブ
ラ
ッ
パ
ヤ
、

ウ
ナ
ギ
、
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
は
、
秋
川

の
ほ
ぼ
全
域
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
て
、
川
原
に
下
り
て
水
の
中
の
石
を
そ

っ
と
裏
返
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
小
さ
な
虫

た
ち
が
濡
れ
た
石
の
表
面
を
チ
ョ
ロ
チ
ョ

ロ
と
動
き
回
る
姿
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は

カ
ゲ
ロ
ウ
や
カ
ワ
ゲ
ラ
な
ど
の
幼
虫
で
す
。

実
は
、
秋
川
に
は
数
多
く
の
種
類
の
昆
虫

が
す
み
、
そ
の
幼
虫
が
水
の
中
で
生
き
て

い
ま
す
。
ヤ
ゴ
、
ト
ビ
ケ
ラ
、
ヘ
ビ
ト
ン

ボ
、
ガ
ガ
ン
ボ
、
ユ
ス
リ
カ
な
ど
な
ど
。

こ
れ
ら
の
幼
虫
は
、
や
が
て
羽
化
し
て
地

上
を
飛
び
回
り
、
短
い
一
生
を
終
え
ま
す

が
、
幼
虫
の
時
期
を
水
の
中
で
す
ご
す
特

徴
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
こ
う
し
た
仲
間

は
「
水
生
昆
虫
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
秋
川

に
す
む
大
部
分
の
魚
の
エ
サ
は
、
こ
れ
ら

水
生
昆
虫
た
ち
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

昆
虫
は
水
質
に
と
て
も
敏
感
な
も
の
が
多

く
、
彼
ら
が
い
る
か
い
な
い
か
で
、
水
が

き
れ
い
か
ど
う
か
が
わ
か
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
石
を
そ
っ
と
元
に
も
ど
し
た
ら
、

す
ぐ
上
流
の
あ
ゆ
み
橋
を
渡
っ
て
対
岸
へ
。

遊
歩
道
は
自
転
車
を
降
り
て
ゆ
っ
く
り
歩

き
ま
し
ょ
う
。
川
に
沿
っ
て
し
ば
ら
く
行

く
と
佳
月
橋
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
を
右
折

し
て
急
坂
を
上
り
、
檜
原
街
道
へ
出
て
西

へ
。
小
中
野
の
交
差
点
を
過
ぎ
る
と
、
西

秋
川
橋
が
あ
り
ま
す
。
川
面
を
見
下
ろ
す

と
、
谷
は
怖
い
く
ら
い
大
変
深
く
な
り
ま

し
た
。
更
に
約
1.7
キ
ロ
行
く
と
十
里
木
の

交
差
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
を
右
折
す
る

と
落
合
橋
で
す
。
こ
の
橋
の
す
ぐ
上
流
で

は
秋
川
の
主
要
な
支
流
の
ひ
と
つ
、
養
沢

川
が
合
流
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
こ

の
養
沢
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
６
キ
ロ
ほ
ど
行
く
と
、
三
ツ
合
鍾
乳
洞

の
入
口
で
す
。
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た
大
き
な

岩
が
増
え
川
幅
は
か
な
り
狭
く
な
り
ま
す
。

木
々
の
枝
が
川
面
に
広
く
影
を
落
と
し
、

薄
暗
い
淵
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
岩
の
間
か
ら
水
が
落
ち
、

激
し
く
細
か
な
泡
を
た
て
て
い
ま
す
。
ま

た
手
を
ひ
た
し
て
み
る
と
、
も
う
か
な
り

冷
た
く
感
じ
ま
す
。
石
を
裏
返
し
て
み
る

と
、
い
ま
し
た
、
い
ま
し
た
。
カ
ゲ
ロ
ウ

や
カ
ワ
ゲ
ラ
、
ト
ビ
ケ
ラ
の
幼
虫
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
水
温
が
低
く
小
さ
な
滝
が

多
い
た
め
、
水
中
の
酸
素
も
豊
富
な
の
で

し
ょ
う
、
と
て
も
元
気
に
動
き
ま
わ
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
で
は
、
ヤ
マ
メ
や

ヨ
シ
ノ
ボ
リ
な
ど
も
す
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
更
に
上
流
の
大
岳
橋
あ
た
り
か
ら
は
清

流
の
代
名
詞
、
イ
ワ
ナ
の
生
息
域
に
な
り

ま
す
。
大
岳
橋
の
上
か
ら
覗
く
と
、
魚
た

ち
が
元
気
に
泳
ぎ
回
る
姿
を
き
っ
と
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

　
こ
の
養
沢
川
の
ほ
か
に
も
秋
川
に
は
盆

堀
川
や
刈
寄
川
な
ど
の
支
流
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
流
域
に
は
人
家
が
少
な
い
こ
と

か
ら
と
て
も
き
れ
い
な
水
が
流
れ
出
て
い

ま
す
。
秋
川
が
常
に
良
好
な
水
質
を
保
ち
、

「
清
流
」
と
う
た
わ
れ
る
所
以
で
す
。
ま

た
、
変
化
に
富
む
秋
川
は
様
々
な
生
き
物

た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
都
合
の
よ
い
す
み
か
を

用
意
し
て
い
る
た
め
、
数
多
く
の
昆
虫
が

生
息
し
、
そ
れ
を
エ
サ
と
す
る
魚
も
数
多

く
生
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
人
間
も
太
古

の
時
代
か
ら
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
美
し
い
山
、
そ
し
て

そ
こ
か
ら
流
れ
出
る
清
ら
か
な
水
が
、
様

様
な
「
命
」
の
源
な
の
で
す
。

　
さ
て
、
ず
い
ぶ
ん
奥
ま
で
来
て
し
ま
い

ま
し
た
。
魚
や
昆
虫
た
ち
に
別
れ
を
告
げ
、

そ
ろ
そ
ろ
帰
る
こ
と
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
五
日
市
郷
土
館
で
は
９
月
30
日
ま
で

企
画
展
「
秋
川
の
水
生
昆
虫
と
魚
類
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
観
覧
く
だ

さ
い
。
）

エルモンヒラタ
カゲロウの幼虫

ヒゲナガカワト
ビケラの幼虫

　
教
育
委
員
会
で
は
、
ア
ー
ト
ス
タ

ジ
オ
五
日
市
（
戸
倉
３
０
０
番
地
）

に
９
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
外

国
人
１
人
と
国
内
か
ら
２
人
の
計
３

人
の
若
手
版
画
家
を
招
き
、
小
学
生

や
地
域
と
の
文
化
交
流
を
図
り
な
が

ら
版
画
の
創
作
活
動
を
行
う
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
　
イ
ン
　
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
で
15
回
目
を
迎
え
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
出
身
国
も
ア
メ
リ
カ
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
、
イ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、

オ
ラ
ン
ダ
な
ど
14
か
国
に
及
ん
で
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
次
の
方
々
を
招
い
て

レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
写
真
右
か
ら

　
●

阿
藤
久
枝
さ
ん
（
東
京
都
瑞
穂
町

　
在
住
）

　
●

ク
ル
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん
（
デ
ン
マ

　
ー
ク
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
在
住
）

　
●

結
城
泰
介
さ
ん
（
東
京
都
小
平
市

　
在
住
）

てくてくマップ

N

五日市郷土館

武蔵五日市駅

五日市街道

JR五日市線

檜原街道

西秋川橋

大岳橋

佳
月
橋

小
和
田
橋

あ
ゆ
み
橋

落合橋

秋川

刈寄川

十里木

盆堀川

養
沢
川

武蔵
増戸駅

高
尾
橋

網
代
橋

山
田
大
橋

秋
川
橋

第
十
一
話
「
自
転
車
で
た
ど
る

　
秋
川
の
魚
と
水
生
昆
虫
た
ち
」

か
げ
つ
き
ょ
う

み
　
つ
　
ご
う

ゆ
え
ん

か
り
よ
せ
が
わ

あ

と

う

ひ

さ

え

ゆ

う

き

た

い

す

け

古紙配合率100％
再生紙を使用しています


